
意見のとりまとめ 

～わがまちの将来像について～ 

未来会議のワークショップでは、参加者の皆さんが日頃から感じている丸亀の「伸ばす

べきところ」と「変えたいところ」を挙げてもらい、そこから「やるべきこと」を考え、

「丸亀をどのようなまちにしていきたいか」という将来像を描いてもらいました。 

 丸亀市総合計画の基本構想では、『自然と歴史が調和し 人が輝く田園文化都市』という

将来像が描かれています。以下が、各グループの描いた将来像ですが、同じように、丸亀

の豊かな『自然』、丸亀にいきづく『歴史』や『文化』という言葉が多く使われています。 

 また、新たなキーワードとして、『安心』『安全』という言葉が多く使われていました。 
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【Ｂグループの将来像】 
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● 全国に誇れるものがたくさんある平和都市 

● 風景にとけ込んだ、見所満載な都市 

● 快適かつ緑あふれる緑化都市 

自然に生み出された伝統をより進化させてゆく都市 

● 緑豊かな明るい丸亀市 

● 「また行きたい」そう思える観光地 

● 人と環境に優しく、安全エコで、自然豊かな安心エコ都市 

● 100 年後、今とかわらぬ町並を 

● 安全で楽しい町 

● 安全でクリーンな町並にし、観光名所には県外からもたくさんの人が来る 

丸亀市 → 自然文化が豊富な丸亀市役所 

● 安心・安全 昔ながらの城下町 

● イベント沢山 自然がいっぱい 文化が“よっけ” 城下町 

● 自然に恵まれ文化も豊富な丸亀市 



【Ｄグループの将来像】 

 ● 『自然』が『豊か』で、みんなが『わきあいあい』としている町 

● 今と昔の共生している町 

● 人と自然が共生し、歴史と文化を受け継ぐ町 

● 交通整備が整っており、みんなが『安全・安心』に暮らせる町 

● 町と緑が結びつき、皆が笑える田舎町 

● 『明朗』の笑顔 『平和』の絆 『喜動』のエネルギー 

● ４つの『連』 連帯 連携 連動 連合  

  この 4 つの『連』で試練の時代を生き抜け！！ 


